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研 究 主 題

人間 と しての生 き方 につ いての自覚 を深 め・主体的 に生 きる力を育て る道徳の時間 の手旨判

1研 究主 題設定の理 由

日本 の戦 後50年 は平和 と繁栄 の時代で あ ったといえ る。経 済のめ ざま しい発展 や科学技 術 の

進歩 は、人 々に物 質的 な豊か さを もた らした。 しか し、人 々に物 質優先的 な考え を吹 き込 み心

の豊 か さをなお ざりにす る傾向を引 き起 こ した。 さらに、少ない子供 た ちを大 切 に育 てよ うと

す る少子化 の傾 向 は、物 の豊 か さとあいま って子供 の 自己抑制力 や耐性 を弱めて いる。

現 代社会 は、情報化 、国際化 、高齢 化な ど多様 で複雑 な要素 を生 み出 した。社会構造 は変化

し、人々の生活 を一変 させた。人 々は多様 な価値観 を もち、様 々な生 き方 をす ることが で き る

よ うにな った。

子供 を取 り巻 く環 境 も複雑化 し、人間関係の在 り方を学 ぶ機 会 も減少 した。 そ して、人 間関

係が希薄化 す ると、人 と人 との関わ りの未熟 さや孤独化の傾 向を示す ようにな った。登校 拒 否

や い じめなど子供 の人格形成 に関わ る問題 など も、 より顕著 に現れ るよ うにな った。 さ らに、

価値観 の多様化 は価値観 の混乱を まね き、 自己中心的な価値観 に陥 る子供 や勤労意欲 の乏 しい

子供 、 さ らに将来 への夢や希望を いだ けない子供 が生 まれて きた。

このよ うな状況 の中にあ って学校教育 にお いては、今までの知育 に偏重 した教育 の在 り方 が

見直 され、知育 ・徳育 ・体育 の調和 の とれた教育 の実現 がよ り一層求 め られて いる。特 に道 徳

教育 を中心 に心 の教育 の重要性 が叫ばれてい る。

中学生 の時期 には一般 に自 らの人生 につ いての関心が高 くな り、 自分 の人生 をよ り良 く生 き

た いとい う内か らの願 いが強 くなる。 しか し、生徒を取 り巻 く現状 はこの願 いが素 直に実現 さ

れ る状況 には必 ず しもな い。教師 はこの願 いに目を向 け、生 徒が 自分 自身を よ く知 り、 自分 の

良 さを確認 し自己理解 を深め るとともに、意 欲的 にた くま しく生 きよ うとす る態度 を育成 で き

るよ うに支援 しなければ な らな い。

また、他者 との望 ま しい関係を築 こ うとす る意識 を高め、自己の価値観 を築 きあげ、 自分 を

見失 わ ないた くま しさと他者 の価値観 を認 め る広 い豊 かな心 の育成 に努 めな ければ な らない。

上記 の課題 に こたえ るために、研究主題 を 「人間 として の生 き方 にっいての 自覚 を深 め、主

体的 に生 きる力 を育 て る道徳 の時 間の指導」 と設定 した。 そ して第1分 科 会 は主 と して他 の人

との関わ りに関す ることで人間 としての生 き方 を考 え る ことに視点 を置 い た内容項 目2-(3}

「友 情 ・信頼」 を、第2分 科 会で は主 と して 自分 自身 に関す る ことで、 人間 と して の生 き方 を

考 える ことに視点を置 いた内容項 目1-(4>「 真理愛 ・理想 の実現」を それ ぞれ取 り上 げた。

各分科会 で は、内容項 目のと らえ方 の検討、 ア ンケー トな どによる生徒 の実態把握 、指導 資

料 の収集 と分析 、指導過 程や指導方法の検討等を研究授業 にお ける生 徒の反応や評価 資料 を も

とに検証 しなが ら研究 ・協 議 し、生徒の心 に響 く道徳 の時問の指導 の在 り方を求 めて授 業 の改

善 ・工 夫をす ることによ って、研究主題 に迫 ろうと考 えた。

一2一



II内 容 項 目2-(3)「 友 情 ・信 頼 」 に つ い て の指 導(第1分 科 会)

1主 題設定の理 由

経済 のめざま しい発展 や科学技術 の進歩 は、人 々に物質 的な豊 か さを もた らした。 また、

情報化、国際化 、少子化 な どを は じめ とす る社 会構造 の変化 は、人 々に多様 な価値観 を生 み

出す ことにな った。 これ らの社 会変化 は生徒 の心身 の成長 や発達 に も様 々な影響 を及 ぼ して

いる。例 えば、核家族化 によ り、年上 の人 か ら生活 の知恵 や習慣 を学 ぶ機 会が少 な くな った

り、一人 っ子家庭 の増加 によ って、家庭 内において何かを我慢 した り譲 り合 う必要 がな くなっ

た。 また、塾 や習い事 へ通 う生徒 が増 え、放課後 の生徒 同士 の 自由な時間や触れ合 いが少 な

くな った ことな どがあげ られ る。 このよ うに、現在 の子供 た ちを取 り巻 く社会環境 は人 間 関

係 の在 り方 を学 ぶ機 会をますます減 らしてい る。そ して、 この人間関 係の希薄 さや未熟 さが、

自分 と違 った行動 や考 え方 をす る人への理解 を妨 げ、ひいて は、い じあ とい う他者へ の理解

や共感す る ことな どに欠 ける行為を生 み出 して いると思 われ る。

また、人間 の成長段階 か ら見て も、小学 生の頃の友 人 は、 自我 がまだ十分 には芽生 えて い

な いために仲良 しの遊 び友達 に とどまってい るが、 自我 に 目ざめ、 自我を確立す る青年 前期

にある中学生 の時期 は、互 いに心を許 し合え る友人を真 剣 に求め るよ うになる。 また、世 代

の開 きによ るものの見方 や考 え方な ど価値観 の違 いを強 く意識 し始 める時期で もあ り、 なお

さ ら同世代 に良 き理解者 を求 め たり、心 の底か ら打 ち明けて話 せ る友人を得 たい と願 う気 持

ちが強 まる時期 で もあ る。

一方
、 この時期 は互 いに心 を許 し合 え る友人を強 く求 め ようとす る反面 、発達段階 か ら友

人を理解 しきれなか った り、単 なる気が合 う存在 と して しか と らえ られ なか った り して、 広

くその意義 や人 間関係の在 り方を深 め られ ないこと もあ る。感情 の起伏 が激 しく、 ささい な

ことか ら感情 の行 き違 いが生 じ、せ っか くの友人関係 を台 な しに して しま った りす るこ と も

あ る。 また、友 人を失 いた くな い、友人か ら嫌われた くな いと思 うあま り、友人 の言 いな り

にな って望 ま しくない関係 に甘ん じて いた り、好 ま しくな い方向 に陥 った りす ることもあ る。

生徒 を取 り巻 く社 会的な背 景や、中学生 の発達 段階を考え たとき、真 の友情 や友情 の尊 さ

にっ いて理解 を深 め ることは大切で あり、 自己を見 っめ、 自分を向上 させ る努力 を して、 友

情 を一層確 かな もの にす ることは、 これか らの生 き方に大 きな自信を もたせ ると同時 に、 人

間 と しての幅 を広 げ深 め る大 きな力にな ると考 え る。

「友情」 とは、互 いに相 手を大切 に思 う心であ り、その心 は純粋 であ って いっ わ りや見 せ

か けがない ことであ る。そのた めには人間的 な成長 を願 って互 いに言 いに くい ことも言 い合

え る間柄 でなければな らない。そ うす ることによ って、は じめて 「友の憂 いにわれは泣 き、

わが喜 びに友 は舞 う」 ことがで きるのであ る。

以上 の ことか ら、第1分 科 会で は、「人間 と して の生 き方 にっ いて の 自覚 を深 め 、主 体 的

に生 きる力 を育 て る道徳 の時 間の指導」 と して、内容項 目2-(3>「 友 情 の尊 さを理解 して心

か ら信頼 で きる友達 を もち、互 いに励 ま し合 い、高 め合 うよ うにす る。」 を取 り上 げ、 内容

項 目の とらえ方 、生徒 の実態 把握 、資料 の収集 ・検討 、指導方法 や指導過程等 の工夫 につ い

て研究を進 める ことに した。
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2研 究 の内容 と方法

(1)内 容項 目2-(3}の と らえ方

内容項 目2-(3>は 、「友情 の尊 さを理解 して心 か ら信頼 で きる友達 を もち、 互 いに励 ま し

合 い、高 め合 うよ うにす る。」(中 学校学習指導要領 道 徳)で ある。

中学生 の時期 は、 自我 に目覚 あそれを確立す る時期であ り、 それ まで心を託 して いた親 や

教 師 よ りも、同世 代 に心の よ りどころを求 あるようにな る。っ まり他 には言えないことで も、

無防備 に心 の底 か ら打 ち明 け られ る友を得 たいと願 うよ うにな るのであ る。

このよ うに、互 いの心を打 ち明 け られ る友達 で あるために は、相互 に信頼 し合 え るこ とが

大切 であ り、 また、そ の基盤 には相互 に敬愛 し合 う気持 ちがな ければ な らない。 それに は ま

ず、相手 の内面的 な良 さに目を向 けよ うとす ることか ら始 ま り、次第 に他を愛 し敬 う気 持 ち

が芽生 え、それがやがて は相手を深奥か ら信頼 す ることにっなが って い くの であ る。

と ころが、 ともす ると友達 というもの は自分 のたあだけにあ るとい った 自己中心的 でわ が

まま勝手 な考 えや行動 に も走 りが ちになる。 これで は、相互 に信頼 し合 え る関係 など成 り立

っ はず もない。

そ こで、望 ま しい友達 関係を築 くために は、まず 自らが相手 か ら敬愛 され る存在 でな くて

はな らない。 したが って、友情 に関す る指導 では、 自己の内面 に 目を向け させ、 自分 を向上

させて い くことが他 か らの敬愛 に値 す るとい う点 を 自覚 させ る必要 があ ると考 え る。

さらに、一層確か な友情 の きず な とは、単 に助 け合 い励 ま し合 う関係 に とどま らず、相 手

の向上 を心か ら願 って は時 として言 いに くい ことも忠告 し合 い、人間 として高め合 って い く

ところに もあ る。友達関係 とは、 そ こまで互 いに昇華 し合え て こそ、真 の友情 と言 え るの で

はなかろ うか。

さて、 この内容 を木 に見立ててみると、

まず 、互 いの内面 的な良 さを土壌 として、

そ こか ら友情 が発芽す る。 そ して、 この
人 間 的 な 成 長

芽 に信頼 と敬愛 とい う養分をお互 い大 切

に注 いでい くと、次第 に真の友情 という、

太 くた くま しい幹 とな り、やがて青 々 と

した葉 の広 が りを見せ るまで に成長 して

い くもの と例 え ることがで きよ う。

友情 の形成 は生 涯 にわ たって続 いて い

くものであ るが、特 に青 年前期の段階 に

あ る中学生 に とって は、人間的な成長 と

密接 な関わ りを もち、生徒 の将 来 にまで

大 きな影響を及 ぼす と言 って も過言 で は

あ るまい。

以上 述べて きた ことを構造 図に表す と

図1の よ うになる。

繍
/.//疹笏 鰐 》///

〔図1〕 友 情 ・信頼 の と らえ
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(2>生 徒 の実 態の把握 と各学年 のね らい

内容項 目2-(3)「 友情 ・信頼」 につ いて指導を効果的 に行 うために、中学生 にお ける友 人

関係 や友情 に対 す る考 え方 などの実態を把握す るため にア ンケー トによる調査 を実施 した。

ア 調査期 間 平成7年7月 上 旬

イ 調査地域 港 、墨 田、 目黒、世 田谷 、杉並、八王子 、立川

ウ 調 査人数1年 生244名 、2年 生239名 、3年 生260名

設 問(1)「 現 在 、あ な た に は友 達 が い ます か 。」

① た くさん い る。

② い る。

③ 少 しい る。

④ ほ とん ど い な い。

⑤ わ か らな い 。

rn

1年

ト

2年

r

3年

② 00●oo .a

1.2

L

(%〉

この調査 では生徒 が 自分 の友人 の数 をど う考 えてい るかを調査 した。① と答 えた生

徒が どの学年 において も最 も多 い。 しか し学年 が上 が るにっれて減 少傾向がみ られ3

年 生で は半数 を割 っている。

設 問② 「あなたの友達 はどのよ うな友達 ですか。」

① 趣 味や話題 など話が合 う。

② 何 とな くいっ も一緒 にいる。

③ 信頼 して いて、何 で も相談 で きる。

④ 自分 が困 った ときに助 けて くれ る。

⑤ 一緒 にい ると楽 しい。

⑥ その他

1年

2年 ＼蕪1欝 ＼
、、欝

n

3年

⑥
曲』
ヨ

_i

(%〉

この調査 では生徒 の友人像 にっ いて調査 した。 どの学年 で も① 、⑤ と答え た生 徒 が

多 く、学年 による差 もそれほどない。
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設 問(3)

O

O

③

④

O

⑥

「あ な た に と って望 ま しい友 達 と は、ど うい う友達 で す か 。」

一 緒 に いて 楽 しい
。

趣 味 や話 題 な ど が あ う。

人 間 と して 尊 敬 で き る。

自分 を 裏 切 る と ころ が な い。

自分 の 悪 い と ころ を言 って くれ る。

そ の 他

1年

2年

3年

「
澄

③

[
12

.☆ 瑳 二霊 8.4

/

⑥

4.2

)

堕

偶

この 調 査 で は生 徒 が友 人 に求 め る もの を調 査 した。 ① の 「一 緒 に い て 楽 しい」 が 、

設 問 ② 同 様 、 ど の学 年 と も最 も多 い。 しか し① と② を 合 わ せ た割 合 は 、設 問(2)の ① 、

⑤ を合 わせた割合 よ りも少 な く、④ がどの学年 とも約25パ ーセ ン トの割合 を占めて い る。

設 問(4>「 『親 友 』 と 『友達 』 に違 い が あ る とす れ ば 、ど うい う点 で す か 。」

① 「親 友 」 も 「友 達 」 もと くに変 わ りは な い。

② 何 で も話 せ る のが 「親 友 」、話 せ な い こ と もあ るの が 「友 達 」。

③ 長 くっ きあ って い るの が 「親 友!、 つ きあ い の短 い の が 「友 達 」。

④ 一 緒 に いて 安 心 で き るの が 「親 友 」、落 ちっ け な いの が 「友 達 」。

⑤ 信 頼 し尊 敬 で き るの が 「親 友 」、 一 緒 に い て楽 しい の が 「友 達i。

⑥ そ の他

1年

2年

3年

③ ②9i

二=珂
78

/二

　　韮

/

5

n

　

⑥
一,,3
d

瞬

一
,3

儒

この調査で は 「親友 」と 「友人」 との違 いを どう考え ているかを調査 した。第1学

年 で、最 も多か った答 は⑤ であ った。第2、3学 年 で多 か った② の答 も友人 に対 す る

信頼感 を表 して いると考え られるので、深 い信頼関係 にある友人 を 「親友 像」 と考 え

てい るといえ る。

以上の ことか ら、現在 の中学 生 は友達 は多 い ものの、 その関係 は親 友 と呼べ る関係 を模索 し

て いる発達 の過程 にい ると考 え られ る。 そのため、まだ、 いわ ゆる 「仲良 し」 的な関係 に と

どまって いる者 が多 い と考 え られ る。 この ことは私 たち教 師が 日常 の生徒観察 の中で感 じて
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い る 「生徒 同士 の人間関係の希薄 さや未熟 さ」 と一致 す るところで ある。

しか し、学 年が上が るにっ れて比較的関係が希薄 な友人 を 「友達」 と して考 え ることが 減

り、 もっと深 い友達関係を求 め る気持 ちが、発達 段階 とと もに強 ま って い くといえ る。

以上 の よ うな実態把握 に基 づ き、各学年 の指導のね らいを次 のよ うに設定 した。

第1学 年 友 情 の大切 さを理解 し、相手の立場を考 えなが ら協 力 し助 け合 ってい こうとす る

意欲 と態度を養 う。

第2学 年 自己の内面 に目を向 け、お互 いに励 ま し合 い高め合 いなが ら友情 を育 てて い こ う

とす る意欲 と態度を養 う。

第3学 年 相 互 の信頼 と敬愛 の念 の土台 の上 に真 の友情 がある ことを理解 し、真 の友情 を育

てて いこ うとす る意欲 と態度を養 う。

(3>授 業改善 の視点

① 資料選定 の観 点 ・内容

第1分 科 会で は、内容 項 目2-(3)「 友情 ・信頼 」の指導 に供す る資料 を中学校 指導書 道

徳編(平 成 元年3月 文部省)に 示 され た内容を踏 まえ るとと もに、次 の諸点 に留意 しっ

っ選定 した。

0り 生徒 の実態 にそ くした もの。

(-r>生 徒 の 日常的 な体験 に近 い もの。

(ウ〉 生徒 が理解 しやす い もの。

W生 徒 が、ね らいとす る価値を 自覚 し、実践 しようとす る意欲 を育 て られ る内容 の も

の。

以上 の観 点 にたって資料 を収集 し、検討 した結果、文部省道徳教育推進指導 資料(指 導

の手 引 き)2所 収 の 「いっ も一緒 に」を選定 した。

② 授業 の構 想

内容項 目2-(3)は 、「主 と して他 の人 とのかかわ りに関 す る こと」 の中 に示 されて い る

項 目であ る。人間が よ り良 く生 きて い く上 で他の人 との関わ りを考え た ときに、 人 は社 会

に出 る一歩 と して、「礼儀」「思 いや り」「友情」「敬愛 」につ いて深 く考え、身 に付 けて い

かなければな らない。

中学生 に とって他 の人 との関わ りで一 番身近 で、 しか も精神 的に も大 きな関 わ りを も っ

てい るものが友達 であ る。 しか し、その関係 は 「一緒 に いて楽 しい」 とか 、「趣 味 が合 う」

な ど、実態 調査の結果か らも分か るよ うに、生徒 は単 な る仲間的で希薄 な人間関 係か らよ

り深 い人 間関係 を築 いて い く成長 や発達 の途上 にい る。

そ こで、よ り良 い友人関係を築 くにはど うした ら良 いか とい うことを考え させ るたあに、

まず、 自他 の内面 に 目を向 けさせ る必 要があ る。そ して、「友情」 に は信頼 ・敬愛 し合 い、

互 いに人 間 と して高め合 って い くことが大切で あることを生徒 自 らが感 じとり、友情 を育

てて い こうとす る態 度を育て るよ うな授業 を展開 して い くことが重要 であ ると考え た。
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③ 指導方法 と指導 の工夫

授業 を構想 して い く過程 で、 まず生徒 の 「友達」 に関す る意識 と実態 を把握 す る必要 が

あ ると考 え ア ンケー トを行 うことに した。 それ は生徒 にね らいとす る価値 を 自覚 させ るた

あの効果 的 な指導方法 や発問 を工夫す る場合 の手立 て となると考 えたか らであ る。 また、

選定 した資料 は、主人公 の心 の弱 さや迷 い、友達 の悩 み沈ん だ様子 、そ して、 もう一 度 や

り直 そ うと決心す る部分 の描写 は、非常 に細 か く描 かれてお り、生徒 の心 を打っ ものが あ

る。そ して、生徒 は資料 に自分 の心 を映 しなが ら 「友情 は大切 なんだ な。」、「友 情 は、 お

互 いに育 てて いか なければいけない ものなんだな。」 と思い、 自分の友達関係 を振 り返 り、

そ して本時のね らいであ る、「心か ら信頼 で きる友達 を もっ こ との大 切 さを理解 し、 友情

を育 てて い こうとす る態 度を養 う」 ことがで きると考 えた。そのたあに は、単 に資料 の 内

容 を理 解 させ るだけでな く、生徒 の実態 を もとに、ね らいを明確 に しなが ら、 自己の内 に

あ る人間 の心 の弱 さや気高 さに気付 くとともに、「よ り良 く生 きたい」 と い う本 質 的 な願

いに訴え る ことがで きるよ う発 問を工夫 した。

また、 自分 の考 えを表 明す るとともに、様 々な考 え も聴 き合 うことによって 、よ り高 い

価値観 に高 め ることがで きるので はな いか考 え、小集 団によ る話 し合 いの形態 を一部 取 り

入 れ ることに した。

ω 導入

資料名 で もあ り、資料 中に も出て くる 「いっ も一緒 に」 か ら連想す るイメ ー ジを生

徒 に問 いかけ、主 題 に対 し興味 ・関心 を もたせ るとともに、価値へ の導入 を促 した。

仔)展 開

資料を4つ の場面 に構成 し、4枚 の資料 として生徒 に提 示 し、1枚 ずっ の止 め読 み

に した。 そ して、場面 をよ り理解 させ るたあに情景 を一枚絵 に画 き、提示 した。また、

発 問 はそれ ぞれの場面 での登場人物 の行動 を問 うものに絞 り、行動 の裏 にあ る心 情 を

感 じ取 らせ る工夫 を した。

また、一人一人 の生徒 が 自分 な りの感 じ方 や考 え方 を もち、表現す る とともに、 互

いに感 じ方 や考 え方 の異 同に気付 き、交流 が深 め られ るよ う工 夫 した。 そのため、 グ

ル ープにおけ る小集 団での話 し合 いを させ、そ こで出て きた意 見を参考 に しなが ら、

自分 の考 えを深 め るという授業形態 を とった。

(ウ)終 末

事前 に行 った 「友達」 につ いての ア ンケー トの結果 を もとに、友情 にっいて の ク ラ

ス全体 の意識 の特 徴を述べ、 また、教師 自身の生 き様 に基 づ き 「友情」 を深 あて きた

体験 に照 らし何 が大切 なのか とい う説話 を して まとめた。

④ 評価 の工夫

○

0

0

0

生徒 が発言 な どを通 して、意欲的 に授業 に参加 して いたか。

道徳 ノー ト等 により、 自分の考 えを まとめ ることがで きたか 。

資料 中の登場 人物 、 または友達 の考え方 と自分の考え方を比較 していたか。

日常生活 にお ける、友情 の在 り方が いっそ う深 まったか。

以上 の観点 を、発言内容、話 し合 いでの様子、道徳 ノー トの内容、授業後 の 日常生活 に
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お ける態度 の観察 か ら評価 す る。

⑤ 資料 の内容

この資料 は、小 さな嫉妬 か ら友達 との信頼関係 を壊 して しまった主 人公 が 、「親 友」 の

意 味 に付 いて 自分 な りに考 えなが ら、友情 の大切 さに思 いいたるまでの主人公 の心 の動 き

を追 った ものである。

真理子 は、仲良 しだ ったみゆきがバ レー部の レギュラーにな ったことか ら、以前 の よ う

に素直 にふ るまえな くなる。同級 生 の恵子や由里 の誘 いにの って、みゆ きを無視 し始 あ、

み ゆきは クラスの他 の仲 間か らも孤立 して しま う。そんな真理子 に対 してみ ゆきは真剣 に

自分 の心 を訴 え るが、真理子 はその訴 えに も心 を閉ざす 。 しか し、恵子 の友人評を聞 い た

真理子 は、 自分 に とって本 当の友達 とは何 かを考 え、 もう一度 みゆ きとや り直 したい と決

意 す る。

(4)実 践 事例(第2学 年)

① 主題 名 「友情」(内 容項 目2-(3))

② 資料名 「いつ も一緒 に」文部省 「道徳教育推進指導資料(指 導の手引 き)2

③ 主題設定 の理 由

日常 の友 人関係 が、 ち ょっと した言葉 の行 き違 いで気 まず い思 いをす る ことは、よ くあ

りが ちな ことであ る。特 に、中学生期 の生徒た ちにとって、友人 との生活 が占める割 合 も

多 くな り、様 々問題 を抱 えて いる。友情 を育 てて い く事 を真剣 に考 え ることで、 日常生 活

を見直す機会 としたい。

④ ね らい

心 か ら信頼 で きる友達 を もっ ことの大切 さを理解 し、友情 を育 ててい こうとす る実践 的

意欲 と態度を養 う。

⑤ 指導 過程

学習活動 ・発 問 予想 され る生徒 の反応 指導上の留意点

導
1い っ も一 緒 か ら連 想 す ○ 友達 、家族 、部活 動 な ど ○ 「い っ も一 緒 」 と

るイ メ ー ジを 発 表 す る。 日常生活 の様 々 な場面 それ い う こ とに 関 心 を も

それ に 「一緒」 とい う言葉 たせ る。

入
の イ メ ー ジ を も っ 。

2「 い っ も一 緒 に 」 を4 ○ 資 料 は1枚 ず っ 教

つ の場面 に分 けて読 む。 師 が範 読 し、 生 徒 は

(1)資 料1枚 目 を読 む 。 黙 読 す る。

① 「自分が真理子 、み ゆ ○ み ゆきが謝 るまで待つ。 ○ そ の 時 自分 な ら ど

きだ っ た らこれ か らど の ○ 言 い過 ぎて ごめん と謝 る。 うす る か を 考 え さ せ 、

よ うに行動 す るか」 ○ 恵子 たちを友達 にす る。 人 に は長 所 、 短 所 が

グル ープ の 中 で各 自 の ○ 宿題を頼 み勝手 だ った こ 必 ず あ る こ とを 知 ら

意見 を交換 し、 自分の考 とを謝 る。 せ る 。
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i えや気持 ちを発 表す る。

(2)資 料2枚 目を読 む 。 0友 達 を無 視 す る と

② 「真理子 は、みゆ きを ○ 恵子 たちに乗 せ られて し い う行 為 が 、 ど れ だ

無 視 す る。 ど う して こん ま っ た 。 け心 を傷 っ け る か を

な行動 を とったのか」 ○ みゆきを妬む気持ちがあっ 感 じさせ た い 。

意 見の交換 を し、発表 す た 。

る 。 ○ お も しろい と思 ったか ら。

(3>資 料3枚 目 を読 む 。

展 ③ 「ど う して み ゆ きは、 ○ 真理子のや り方 に納 得 が ○ み ゆ き は 、 無 視 さ

真理 子 に対 してあ りの ま いか な か った 。 れ な が ら真 理 子 の こ

まの気持 ちを いお うと し ○ 真理子 の ことを信 じて い とを 真 剣 に考 え て い

た の か 。」 た か ら。 た こ と に気 付 か せ る 。

○ み ゆきは思 い悩 み その気

持 ちをど うして も真理 子 に

伝 え たか った 。

補助発問

「無 視 され て一 週 間 、 み

ゆ きの心 に真理子 の こと

は考 え に あ っ た の だ ろ う

か 」

開 (4)資 料4枚 目 を読 む。

④ 「真理子 とみゆ き、恵 ○ 真理子 とみ ゆき は、 前 よ ○ 真 理 子 とみ ゆ き、

子 と由里 の関係 は、 これ り仲 良 くな る。 恵 子 と由 里 た ち は、

か らどのよ うに発展す る ○ み ゆ きが真理子 を許 せ ず い つ も一 緒 で あ る こ

の か 。」 他 の 友 達 を っ くる。 と は 同 じ だ が 、 そ の

○ 恵子 と由里 は、 さ さいな 違 い を感 じさせ る。

ことで ケ ンカ にな る。

○ お互 いの陰 口を言 い合 う

○ 表 面 的 に は一 緒 に い る。

一

3事 前 に行 った ア ンケ ー ○ 教 師の説話を聞 き、 自 己 ○ 友情 は信頼 関係 を

ま
トの 結 果 を 聞 く。 の友人像を振 り返 ってみる。 育 て あ げ る こ とか ら

深 ま る こ とを 理 解 さ

と せ る 。

○ 小 さ な芽 か ら、 大

め き な樹 に育 て る イ メー

ジを伝 え る。
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⑥ 評 価の観点

事前 に友人 にっ いてのア ンケー トを行 い、授業 の発言 や態度 を観察 し、授 業を通 して

考 えた こ とを ノー トに書 かせ るなど して変容を と らえ る。

⑦ 研究 協議会 のまとめ

○ 資料 が長文の ために、場面設定を明確 にす るたあ、一枚絵を提示す るなど、展 開 の仕

方 を工 夫 した。

○ 資料 の内容が生徒 に身近 な ものなので、その時 自分な らどうす るのか人物 の立場 にな っ

て考 え させ るよ う発問 を工夫 した。

○ 友情 は、互 いの内面的 な良 さを根 っ子 に しなが ら樹木の よ うに育て上 げ るもので あ る

ことを理解 させ ることが重要であ ると感 じた。

○ 生徒 が真面 目に一つ一 っの課 題 に自分の考 えを表現 し、相手の考え も聞 き、その上 で

自分 の考 えを さらに まとあなが ら取 り組 んで いた。

○ 生徒 の素 直 さ、授 業の雰 囲気 が良 か った。

0長 文 の資料 なので指導過程 で は、2時 間扱 い とすればよ り深 ある ことが で きる。

○ 個人 でよ り深 く考 え られ る場面 が欲 しい。反対意見 を取 り入れて い くと良 い。

⑧ 授 業 の記録 ・生徒 の感想(抜 粋)※T～ 教 師S～ 生徒

T真 理子 は、み ゆ きを無視す る。ど うして こんな行動 を とったのか。

S恵 子 と由里 にいわれて、本人 にその気 はなか ったが、断 わ るとその二 人 も逃 げて い く

と感 じて、乗 っちゃ った。

Sみ ゆ きの謝 り方 に誠意 がなか った。流 されて いると言 うこ ともある。

S

T

S

S

S

T

S

T

S

S

S

O

O

趨 辮 騰1篇 が嫌だから一 ㌦ 痴 謡 沸 　
自分 の気持 ちを真剣 に相手 に伝 えれば、相手 もそれに答 えて くれ る。

無視 されて いた一週間 、みゆ きの心 に真理子 の ことは、考 えにあ ったのだ ろ うか 。

考 えて いた。(場 面設定 の絵を中心 にあ らす じを追 い掛 ける。)

真理子 とみ ゆき、恵子 と由里 の関係 は、 これか ら先 い ったい どうな るのだ ろ うか 。

真理子 とみゆ きは、今 まで以上 に友情が深 まる。

恵子 は陰 口を平気で い うか ら、友達 はできない。

陰 口を いうか らみ ゆきのよ うに無視 され る。

親友 という中 にひびは入 ったが、後 の行動 によって はよ り深 い親友 に なれ る。

親友 をな くして はいけない、す ごい大切 な人物だ と思 った。

一11一



○ 中学生 だ と、 その人の良 さが完全 に分 か らないか ら、平気で悪 口をずばずば とい う。

○ 自分 に は、本 当の意味 の親友 や友達が いるのか考え た。

○ 無視 す るとい うの は、一番 いやな事だ と思 った。

⑨ 考察

「親友 をな くして はいけない、す ごい大切 な人物だ と思 った。」 とい う生徒 の感想 か ら、

中学生期 の生徒 に とって、 あ らためて、友人 に対す る心の 占める割合 は大 きい もので あ る

ことを実 感 した。 そ して、「無視 されていた一週 間、みゆ きの心 に真理 子 の こと は、考 え

にあ ったのだ ろ うか。」 や 「中学生 だ と、その人の良 さが完全 に まで は分 か らな いか ら、

平気 で悪 口をず ばず ば と言 う。」 という感想 か らは、 日常生活 の中 で、生 徒 た ちが様 々 の

悩 みを抱 えて いる ことも推察 で きる。そ して 「自分 には、本当 の意味 の親友 や友 達が い る

のか考 えた。」 や 「真理子 とみゆ きは、今 まで以上 に友情 が深 ま る。」 や 「親友 とい う中 に

ひび は入 ったが、後 の行動 によ って はよ り深 い親友 になれ る。」 な どの感想 か らは、 友人

関係 は友情 の芽を育て上 げて い くことで、 よ り大 きな樹へ と発達 して い くことに気付 いた

生徒 た ちの心 情 と ともに、 よ りよい友入関係を築 いて いこ うとす る意識 や態度 が伺え る。

また、発 問 は人物 の行動面 に視点を当て、行為の裏側 にある気持 ちや考 え、及 び、 行動

へ の構 えを問 うことを通 して、ね らいとす る意欲 と態 度を養お うと した。

他方 、心情 面の育成 に視点を当て、 たとえば、中心 発問 に

① 「『み ゆきを無視 しよ う』 とい う恵子 の言葉 を聞 いた と きの真 理子 の気 持 ち は ど う

だ ったのか。」

② 「みゆ きの真剣 な言葉 に、逃 げるように駆 け出 した真理子を ど う思 うか。」

③ 「恵子 との会話 で、み ゆきの ことを思 い出 した とき、真理子 はなにを感 じたのだ ろ

うか。

とい うよ うに、発 問構成 を工夫す ることも有効であ ると考え る。

3ま とめ

第1分 科 会で は、内容項 目2-(3)「 友情 の尊 さを理解 して心 か ら信 頼で きる友達 を もち、

互 いに励 ま し合 い、高 あ合 うよ うにす る。」 にっ いて研究 を進 めて きた。

人間 は幼児期 か ら遊 びを通 して他人 と関わ り、喜 びや悲 しみ、共 感、闘争心 な どの様 々 な

感情 を経 験 し、 やがては自我 を確立 し、主 体的 に社 会生活 を営 む ようにな る。 しか し、現 在

は、核 家族 化の進行 に ともな う一人 っ子 の増加 、家庭 にお ける父親 不在、受験競争 の激化 な

ど、社 会的存在 と しての人 間的成長 を軽視 す るかのよ うな状況 も見 られ るよ うにな った。 こ

のよ うに子 供 たちを取 り巻 く環境 は大 き く変化 して いる。それが生 徒 たちの友 人関係 に大 き

な影響 を もた らす として も不 思議で はな い。 この よ うな状況の中で健全 な友人 関係を育 て、

維持 して い くことは大変重要 な ことで ある。

中学生 にお ける友人 に対 す る意識 に どんな変化があ るのかを知 るためにア ンケー トを 実施

した。 その結果 、中学生 の実 態 と して は 「友達 はた くさん いる」 と答え た生徒 が多か った。

その友達像 は 「一緒 に いて楽 しい」 と答 えた生徒が どの学年で も多か った。ただ、友達 と親

友 の違 いとい う質 問に は 「何で も話 せ ることや信頼 し尊敬 で きる」 とい う、信頼 感 に基 づ い
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た関係が親友 であ るととらえてい る生徒 が圧倒的 に多 い。 そ こか ら、今 の中学生 の比較 的 希

薄 な友人関係 の実態 を読 み取 ることがで きる。 しか し、本質的 には誰 もが、 いい友達 が欲 し

いと願 い、 いい友達 になろ うとす る思 いを もって生 きて いる こと もまた、事実 であ る。今 の

中学生 を取 り巻 く厳 しい環境 を考慮す ると、希薄 な友人関係の実態 の裏側 には、む しろ本 質

的な願 いと思 いが、 それぞ れの生徒 に強 くあるので はないか と、本分科会 では考 えた。

そ こで、中学生 に適 した読 み物資料を広 く収集 し、集 めた十数 偏の資料を検討 した結果 、

文部省 「道 徳教 育推進 指導資料(指 導の手引 き)2」 の 「いつ も一緒 に」 を選定 した。 資料 の

選定 に当た って は、生徒 の学校生活で経験 しやす い場面設定 がな されて いて、生徒 が 自分 の

生活実態 と重 ね合 わせて考え られ ることによって、ね らいとす る価値 に迫れるよう配慮 した。

授業 を構想 す るに当た って は、 ア ンケ ー ト調査 の結果 にあ った比較 的希 薄な友人関係 と、

その裏側 にあ る本質 的な思 いをふ くらませ 「心 か ら信頼 で きる友 人を もっ ことの大切 さ」 を

理解 し、友情 を育 てて いこうとす る実 践的 な意欲 と態度 を養 え るよ う授 業を構 成 した。

本研究 で使用 した資料 は文章量 が多 いため、指導 の手 引 きに示 されて いる指導過程 を と る

と、内容 を理解 させ ることに多 くの時 間を費 や して しま う心配 があ ったので、資料を4っ に

区切 るとと もに、それぞれの発 問に応 じた場面絵 を提示す ることに した。その結果、長 い資

料 に もかか わ らず生徒 は、それぞれの発 問に深 く関 わ ることがで き、4っ の区切 りと場面 絵

は効 果的で あ った。

また、登場人物 が多 いので 「真理子 とみゆ き」 の2人 を中心 に発 問構成 を した ため、授 業

を焦点化 し、人物 の気持 ちを掘 り下 げ、ね らい とす る価値 に迫 る ことがで きた。

道徳 の授 業 は生徒が発言 し、 その ことが深 まって いか ないと、 ね らい とす る価値 に迫 る こ

とは難 しい。生 徒が 自分 の考えや思 いを 自由 に表明す るとと もに、互 いにそれ を聴 き合 え る

よ うに と考 え、 グループ による話 し合 いを取 り入れ た。生 徒 は自分の考えや意見 、あ るい は

思 いを 自由に表 明 してい た。 ある生 徒 は 「親友 という中 にひびが入 ったが、後 の行動 に よ っ

て はよ り深 い親友 になれ る」 という発言 を した。人間関係 が希 薄で あるとの実態ではあるが、

っ まづ きを繰 り返 しなが ら も、その弱 さや醜 さを乗 り越 えてよ り良 い友達を求 め、よ り良 く

生 きよ うとす る中学生 の真摯 な姿 を見 ることがで きた。

当然 で はあるが、友情 にっ いて一人一人 の生徒 の とらえは異 な って いる。そ のと らえを、

道徳 の時間を通 して 「親友 をな くしてはいけない、す ごい大切 な人物 だ と思 った」 とい うよ

うに、その生徒 な りに、友情 に対す る心情を深 めた り、判断基準 を高 あた りして いける こ と

が大切 であ る。その ために も、現在 の生徒の と らえを大切 に し、 そ こか らよ り良 い生 き方 が

で きるよ う指導 と評価を一体化 して い くことが大切で あ り、今後 の課題 の一 っであ る。

もとよ り道徳 の時間の指導だ けで好 ま しい友達関係が築かれ るわ けではない。生 徒が一 日

の大半 を過 ごす学校 は、教科 指導 や特別活動な どの教育活動 全体を通 して 「友情 の尊 さを理

解 し心 か ら信頼 で きる友達 を もち、互 いに励 ま し合 い、高 め合 うよ うにす る。」 ことが大切

であ る。 そのために も、要 とな る道徳 の時間を中心 に教科指導 や学級活動 な ど他 の教育 活動

との関連価値を明 らかに した新 たな指導計画 と授業 の構想 を してい くこと も課題 であ る。

また、地域 との連携 を一層深 め開 かれた学校 として、生徒 たちがよ り良 い友達関係 を築 い

ていけ るよ う、地域社会づ くりの一翼 を担 って いか なければ な らないの も重要な課題である。
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1皿 内容 項 目1-(4)「 真 理 愛 ・理 想 の 実 現 」 につ いて の 指 導(第2分 科 会)

1主 題設定 の理 由

今 日の科学 技術の進歩 と経済の発展 は、物質的 な豊か さと情報化社会を生み出す とともに、

社会 の各方面 に様 々な変化を もた らした。それ は、一 人一人 に個性的 で多様 な生 き方 を可 能

に した反面 、効率 を優 先す る傾 向 は人闘の生 き方 の指針 や心 の よりどころを見 だ しに くい状

況 を も生 み出 してい る。 この ことは中学生 の ものの見方 や考 え方 に も大 きな影響 を及 ぼ して

いる。苦 しい ことや煩 わ しい ことを嫌 い、逃避 や 自己中心 的な傾 向 も見 られ、 それ らは現 代

社 会の反映の一っ と もいえよ う。

しか しなが ら、時 として このよ うな一面を見せ る中学生 であ って も、心 の奥底 にはよ り良

い生 き方を願 う気持 ちが強 くある ことを見逃 して はな らない。 とりわけ、誰 もが もって い る

人 間 と しての気 高 さや誇 りとと もに、道徳的価値を求め、弱 さや醜 さを克服 して生 きよ う と

す る心 を奥底 か ら浮か び上が らせ る必要があ る。その願 いに こたえ るため、人 間 と して の生

き方 を自覚 し、深 あて い く指導が極 めて重要 となって くるので ある。

人 は理想 を もち、その実現 の ために 日々精一杯生 きることによって、明 る く生 き生 き した

生活 を送 ることがで きる。そ して、 自己の理想 が実現 した ときの充実 した気持 ち は何 もの に

も代 え難 い もので ある。 しか し理想の実現 は、何の障害 もな く成 し遂 げ られ るものでな く、

常 にたゆまぬ努力 が必 要であ る。大 きな困難 に出会い く じけそ うにな ると きもあ るが、常 に

目標 を もち、 自己の理想 実現 の ために生 きよ うとす る態度 を育 て ることは極めて重要 である。

以上 の ことか ら、第2分 科 会で は 「人間 と しての生 き方 にっ いて 自覚を深 め、主体 的 に生

きるカを育て る道徳 の時 間の指導」 として、内容項 目1-(4)「 理想 の実現 」を取 り上 げ、 内

容項 目の と らえ方、生徒 の実態 、資料 の検討 、指導方法等 の研究 を進 め ることに した。

2研 究の内容 と方法

(1) 内容項 目1-(4)の とらえ方

内容項 目1-(4)は 、「真理 を愛 し、 真実 を

求 め、理 想 の実 現 を 目指 して 自己 の人生 を

切 り開いて い くよ うにす る。」(中 学校 学習

指導要領道 徳)で あ る。 この項 目 は、 真理

や真実 を求 めっっ 、 生 きる こ とにつ いて の

目的 や 目標 を もち、 よ りよ く生 きよ うとす

る積極的 な態 度を育 て ることにある。

中学生 の時期 は、理 想 を求 め る傾向 が強

ま って くる。 しか し、 早 急 に理想 や その実

現 を求 め過 ぎ るあま り、 現状認 識 が不十 分

なため途 中 で挫折 した り、 感覚 的 な もの に

ひかれて理 想 を見 誤 った り しが ちであ る。

そ こで、理 想 に至 る までの過 程 で あ る 「真

理 を愛 し、真 実 を求 め」 の部 分 に着 目 し、

誰

〔図2〕 真理愛 ・理想の実現のとらえ

一14一



これを中学生 の 日常生活 の次元 に もど し、その言葉 に置 き換 えて とらえ ることに した。

「方程 式が解 けるよ うにな りたい」 とか 「よい友達関係 を築 きたい」 とい う願 いは彼 らに

とって、 まさに真理 や真実 の探求 に他 な らない。 自 ら考え、実現 しよ うと内面 か ら沸 き上 が

り、意識 され た願 いが 目標 である。 このよ うに身近 に目標を見 出 し、達成 しよ うと努 力す る

ことが大切 であ る。 これが さ らに高 い目標を見だす力 にな り、 それを達成 しよ うとす る勇 気

と自信 を与 え、よ りよ く生 きよ うとす る態度 を培 って くれ るか らで ある。 この積 み重 ねが 次

第 に高 い レベルでの真理 や真実の探求 にっなが り、理想 の実現 に結 びっ くことだろ う。 そ こ

か ら、明 るく希望 を もって生 きる態度 が生 まれて くるとともに、か けがえの ない自分 の生 涯

を豊 か にす る ことがで きるのであ る。

以 上述べ た ことを構造 的に表 してみ るとペー ジ14の 図2の よ うにな る。

(2>生 徒の実態調査

①第一 次調査 の結果

将来 っ きた い職業 を理想 の一っ として考 え、職業 に視点を置 いたア ンケー トを実施 した。

対象地域 ・生徒 …府中市1年 生126名

1回 目のア ンケ ー ト

〈設問〉将来 どんな職業 にっ きた いですか。

〈目的〉描 いて い る将来 の理想 や具体 的な 目標 にっいて、どのよ うな考 えを もって い るの

か実態を把握す る。

《回答》 スポーッ選手 、教 師、舞台 ・芸能、医者 ・獣医、設計技師 など

〈考察〉 将来 の職業 につ いて希望 を もって いるが、漠然 と した将来象 のために実現 に向

け どのよ うに具体化を図 って よいか はまだ と らえ きれて いない。

職業を通 した 自分 の理想 とす る将来像 を描 くことに、 どの生徒 も意 欲を示 した。 しか し

将 来 に向か って理想 を実現 す るたあに、いろい ろな条件 を検討 し具体 的 な目標を掲 げ るま

で には至 らなか った。そ こで 日常生活 の中の 目標 を意識 し、具現化 す ることの積み重 ね が

理想 の実現 に結 びっ くと考 え、身近 な 目標 の達成 とい う視点 で再度 ア ンケー トを実施 した。

②第二次調 査 の結果

2回 目の ア ンケー ト

〈目的〉① 自分 の生 活を どのよ うに見 っ めて いるか。(自 己理解)… 実態調査

②未来像 ・将来 像を どの ように考えてい るか。 ・・・・・… 意識調査

対 象 地 域 … 大 田 区 、北 区 、練 馬 区 、足 立 区 、葛 飾 区 、府 中市 、 日野 市 、 保 谷 市

対 象 生 徒 …1年 生210名2年 生207名3年 生207名 合 計634名

ア ンケ ー ト項 目(1)・(2)の 考 察

〈設 問〉(1)

(2)

〈趣 旨〉 ①

0

あ な た は 目標 を も って 毎 日生 活 を送 ろ う と して い ま す か 。

どん な 目標 です か 。 具 体 的 に書 いて くだ さ い。

目標 を もって い るか 。

目標 達 成 の ため に努 力 す る こ とを意 識 して い るか 。
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③ 自分 の生活 に即 して理解 してい るか。

〈考察〉 目標 を もち、それを意識 して生活 してい る生徒 が多 く全体 の・:・パ ーセ ン トい る。

目標 の内容 は学校 に関す ることが多 い。「ア.勉 強 (高校進 学)」 に関 して は高

学 に な る ほ ど多 く、「ウ.部 活動 で 活 躍 す る」 は低 学年 ほ ど多 い 。

ま た 「ク.将 来 へ の希 望(職 業)Jに つ いて は高 学 年 に多 い 。 日常生活 の実態

に即 して 目標 を定 めてい ると考 え られ る。

画
0 2030 _405060708090 ioo ア(勉 強(高 校進 学))「 1 iiii 1

1!lIl
イ(友 達 と仲良 く)

ウ(部 活動 で活躍す る)
ア イ ウ エ オ カ キ ク その他 無 回答 エ(趣 味 ・特技)

1 1
オ(委 員 会 ・係 り活動)

カ(自 分の体力を伸ばす)
ア イ ウ エ カ キ 他 無 キ(心 構 え)

日 目 目
ク(将 来への希望(職業))

その他
ア イ ウ エ オ カ キ 無回答

ア ンケ ー ト項 目3の 考 察

〈設 問 〉(3)

〈趣 旨〉 ①

O

〈考 察 〉 「ウ.

な い。

伺 え る。

翻

目標 を もっ の が 、難 しい理 由 を書 いて くだ さい 。

目標 を もて な い生 徒 の理 由 を把 握 す る。

目標 を もっ こ とに気 付 い て い な い生 徒 の実 態 を把 握 す る。

立 て方 が わ か らな い」 か らは具 体 的 に どの よ うに した らよ いか わ か ら

ま た 「エ.考 え た こ とが な い」 か らは受 動 的 な生 活 を送 って い る様 子 が

ま た 、 目標 を も って い る こ とに気 付 いて いな い生 徒 もい るよ うだ 。

30 _40506070809010001020
III lIlIIIiI

i

i。(な りた いもの無 し)
アイ ウ エ オ その他 無 イ(夢 を もち生活できず)

2

」lI室1臭 熱 審 ぎ)
ア イ ウ エ 他 無 オ(目 標 ありす ぎで)

3

}
その他
無回答

ア イ ウ エ 他 無
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ア ンケ ー ト項 目4・5の 考 察

〈設 問 〉(4)

(5)

〈趣 旨〉 ①

0

目標 を実現す るための努力 は して いますか。

努力す ることがなぜ難 しいのか、書 いて くだ さい。

目標達成 のための努力 を して いるか実態を把握す る。

目標達成 のための努力 ができない阻害原因を把握す る。

→生徒 を取 り巻 く環境(外 的要因)と 生徒 自身 の問題(内 的要 因)の 把握 。

〈考察〉 目標達成 の努力 を してい る生徒が多 く全体 の64.8パ ーセ ン トい るが 、反 面 努

力 できない理 由は生徒 の 自己の内面的 な問題が多 い。 目標を もてない生徒 と努

力 で きない生徒 は重複 して答 えて いる者が多 い。

翻
010203040 5060708090100

1
年

2
年

ア イ 無

ア イ

、

暖

し

践

答

まー

L

回

ア

イ

無

]

無
3
年

ア イ 無

〈ま とあ〉 目標 の内容 は、学校生活 に関す る ことが多 く、特 に3年 生 は卒業 後の進路 と関

連 が強 い学習 を目標 にあげている生徒 が多 い。反対 に1年 生 には学習 を 目標 と して い る者

は少 な く、部活動 な どを第一 にあげている生徒 が多 いとと もに、自己の理想 とす る将来 像

に向 け、具体的 な今 の 目標 を掲 げてい る。生徒 の大部分 は、 目標 を もち達成 の ための努 力

を して いる。 しか し反面 、 目標 を どのよ うに もてばいいか わか らない、面倒 くさいとい っ

た生徒 もいる。 また 目標 はもってい るが、目標 の具現化 が図 られてお らず、その実現 に 向

けて努力 して い る姿 は少 な く、安易 な妥協へ と走 る傾向がみ られ る。そ こには将来に向か っ

て理想が描 ききれていなか った り、また描 いて も実現 して い くための諸 条件を検討 しきれ

て いない生徒 の実態 が浮 き彫 りにな った。

(3>授 業改善 の視点

① 資料選定 の観点 ・内容

第2分 会で は、 内容項 目1-(4)「 理想 の実現」 の指導 に用 い る資料選定 の ための基本 的

観 点 と して、中学校指導書道徳編(平 成元年3月 文部省)ペ ー ジ59に 示 され た 「自己

の在 り方を 自分 自身 との関 わ りにおいて とらえ、望 ま しい自己形成 を図 ることに関す る も

の」 とい う内容を踏 まえ るとともに、次 の諸点 に留意 しっっ選定 した。

ω 生 徒の興味 ・関心 に応ず る資料 である こと。

(-r)生 徒 の 自覚を深 めるために役立っ資料で あること。

(ウ)生 徒 の実態 に即 した もので あ り、生徒が 自 らの生 き方を考え、 自己実現 に 目を向 け さ

せ ることので きる資料で あること。
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Wね らいと して設 け られ た道徳的価値を、極 めて大切 な もの と して受 け止 あ、その実 現

を 図ろ うとす るような、深 く結 び付 くことので きる資料 であ ること。

以上 の観点 にた って資料 を収集 し、検討 した結果 、朝 日新 聞のイ ンタ ビュー記事 で あ っ

た 「エ ラーで始 ま った投手人生」 を選定 した。

② 授業の構想

内容項 目1-(4)は 「主 として 自分 自身 に関す ること」の中 に示 されて い る項 目で ある。

人 間 と して生 きることの真実 と真理を求あ ることや、厳 しく現実を見っ め、安易 な妥 協 を

排 し、 よ り高 い 目標 を 目指 して、その実現 に努力 す ることは大切 なことであ る。 しか し、

生徒 の中 には理想 や夢を思 い描 くだ けで、努力 を惜 しんだ り、様 々な現実 に直面 す るた び

に、安易 な妥協 や挫折 か ら人生 の空 しさを感 じて しま う様子 も見 られ る。

そ こで、無気力 、無 目的 と言 われ る現在 の生徒 に、 自らの人生 に視点 を当て、改 めて 自

分 の生 き方を見直 し、 自己の人生 を切 り開 いてい こうとす る意欲 を育 て るよ うな授業 を展

開 してい くことが重要で あると考え、同資料 による指導方法 と指導 の工夫 を変 え た2回 の

授業 を構想 した。

第1回 目は事前 の指導 と して、進路 指導 と関連を もたせ た授業 と して構想 した。第2回

目は第1回 目の授業 を受 けて、本項 目の指導 内容 の充 実を図 るため に授業 を実施 した。

生 徒の実態 を把握 す るために実態調査 を再度実施 し、その分析結 果を もとに資料 活用 の

改善 、工 夫を行 った。授業 を展 開す るに当た り、身近 な問題 と して と らえ るために、 日常

生活 の中で 目標 を もっ ことにっいて考 えさせ た。 また、生徒一人一 人が 目標を実現 す る た

めに どのよ うに した らよいか、 またはどのよ うに生活 して いけばよいかを考 え させ た。 さ

らに、小集 団 による話 し合 いを行 い、他者の意 見を聴 き合え る場を設 けた。

③ 指導方法 と指導 の工夫

中学校学習指導要領第3章 道徳 の 「第3指 導計 画の作成 と内容 の取 り扱 い」 に、「す べ

ての内容項 目が人 間 と しての生 き方 にっ いての 自覚 とかかわ るよ うに留意」 して指導 す る

ことが求 あ られてい ることか らも、人 間 ら しく生 きよ うとす る意 欲を高 める指導の工夫が、

良 い授業 をっ くるための重要 な視点 とな るはずである。っま り自分 自身の問題 として受 け

止 め るよ うに指導す る ことによ って、生徒 に、 自 らの生 きる姿勢 が形 作 られて いけば、 人

間 として生 きることに深 い喜 びがある ことが分か り、 自己実現へ の展望 が開 けて くるので

あ る。そ うす ることで学習 に もスポーッに も、ね らいを明確 に し、発 問 も十 分 に吟味 した

ものにす る必要が あると考 えた。

(ア)導 入 にお ける工 夫

【第1回 目】生徒 自身が書 いた作 文を もとに し、各 自の 「理想(夢)」 を確認 しなが ら、

その実現へ 向けての努力 を述 べ させた。 また、資料 に興 味を もたせ、 内容 をよ り深 く理

解 で きるよ う、山田久志投手 にっいて知 ってい ることを生徒 に発表 させ た。

【第2回 目】 日常生活 の中で、生徒 自身 が継続 して努力 してい ることを発表 させた。

(イ)展 開 にお ける工夫

【第1回 目】資料の読 み取 りでは、山田投手 の生 き方 にっ いて考 え、その ひたむ きな生

き方 に対 して共 感で きるよ う発問 を工夫 した。生徒が 自由に意見交換 で きるよ うに小集
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団 による話 し合 いを取 り入 れ、互 いの意見 を尊重 し合 い、 自分 とは異 なる考 え方 を認 め

なが ら、道徳的 な価値 を学 び合 え るよ うに進 めた。

また、発問 につ いては 「資料 と比較 して、 自分 はど うした らよいか」 とい う意 味 の問

いか けや、「生 き方 を どう考 え るか」 とい うよ うな問 いかけを除 き、 山 田投 手 を 自分 に

置 き換 え られ るよ うに発問を工夫 した。

【第2回 目】 山田投 手 の立場 にな って考

え させ、 また監督 の気持 ちにっ いて も考

え させ た。生 徒 の意 見 や考 えを よ り多 く

引 き出 させ、 前 回 同様 他人 の意 見 を尊重

し、 さ らに 自分 の考 えを深 め るこ とがで

きるよ うに配 慮 した。 ま た、 よ り山 田投

手 の立場 に近付 くため、図3の ワークシー

トを使用 した。

(ウ)終 末

【第1回 目】 資料 充 実 の ため、 同 じ目標

(野 球)、 夢 を実 現 した他 の選手 の手記 を

読 ませ た後 、 自分 自身 の生 き方 につ いて

考え 「自己 を磨 く」 とい う作 文 に ま とめ

させ後 日作 文を掲示 した。

【第2回 目】 資料 につ いて の考 えや意見

を出 し合 った後 、 再度 自分 の身 近 な 目標

にっ いて考 え、努力 す るに はどうすれば よいかにっいてま とあ させ、今後の生 活 に生 か

せ る考 えを整理 し感想 を書 かせた。

W評 価 の工夫

【第1回 目、第2回 目共通】

○ 生徒が発言 などを通 して、意欲的 に授業 に参加 して いたか。

○ 資料中 の登場人物、 または友達 の考 え方 と自分 の考え方を比較 して いたか。

○ 日常 生活 にかか わる道徳性 にっ いて、一層の深 ま りを 自覚 したか。

以上 の観 点を授業態度や終末 の作文 によ り評価 す ることと した。

④ 資料 の内容

本 資料 は、 甲子園大会出場がかか った大切 な試合 で、 自分のエ ラーで サ ヨナ ラ負 けを し

た とい うことで、 この苦 い経験をバ ネと して、その後20年 間284勝 もす る球界 を代表 す る

投手 にな った山田久志氏の新聞 イ ンタ ビュー記事 の抜粋 であ る。

名投手 と して大成 す るための道程 は、決 して平坦 でな く、様 々な障害や困難 、失敗 も数

多 くあ ったに違 いな い。イ ンタ ビュー記事で はあ るが、山田氏 のひたむ きな生 き方 が伺 え

る。現代 の中学生 が、理想 を追求 し自己の生 き方 を見 っあ、考 える ことがで きるであろ う。

(4)実 践事例(第1学 年)

① 主題 名 理想 の実現(自 己の人生 を切 り開 く 内容項 目1-(4))
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② 資料名 「エ ラーで始 ま った投手人生」(暁 教育図書)

③ 主題設定 の理 由

中学生 の時期 には、 自分 の将来 に向か って理想 を求 め る傾 向が強 くな って くるが、 そ れ

は必 ず しも十 分 な現状 の認識 に基 づいてい る訳 で はない。夢 を求 め ることだ けを考 え、 時

に は自分を過大 に評価す るたあに失敗 し、挫折 した りす ることもあ る。そ こで 自己を見 っ

あ、理想 に向か って着実 に努力 しよ うとす る意欲 を もった態度 を育 てた い。

④ ね らい

自分 の将 来 に向か って、高 い 目標 を もち、 自己の人生 を切 り開 くため、 よ りよ く生 きよ

うとす る意 欲を育 て る。

⑤ 指導過程

○実践事 例第1回 目

学習活動 ・発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

1自 分の将来の目標について発 ○ サ ッ カー が上 手 に な りた い 。 ○ 目標 は、具体的な もの

導 言させ、その目標達成のために、 ○ 平 凡 な サ ラ リー マ ンに な りた い 。 と させ る。

どんなことを しているかを述べ ○保母 さんになりたい。 ○ 友達の夢にっいて知 る。
る 。 ○看護婦になりたい。 ○ 山田投手の経歴 にっ い

入 て説明する。

2資 料を読む。

3山 田投手が野球をやめよ うと

思 った こ とに っ いて 話 し合 う。

① 「シ ョ ッ クで 涙 も出 な い」 と ○ みんなに申し訳ない。 ○ 理想を求める時は常に
いう時の彼の気持 ちをどう思 う ○ 分かる気がする。 う ま く い く と は 限 らず 、

展 か 。 ○ 自分のエラーで勝ちを逃 したのだ 困難にぶっかると挫 けそ
か ら、仕 方 が な い 。 うになるとい うことに気

○ 野球には、向いていないん じゃな 付 か せ る。

いか 。

②野球をやめることを伝えたと ○ 山田が責任を取るのは当然だ。 ○ 挫折 したときには他 の
き、 「そ うか … 」 と言 っ た ○ 力があるのい惜 しいなあ。 人 の励 ま しだけでな く、
監督はどんな気持ちだったろ う ○ やめるなんて、意気地がない。 時には強い言葉や態度 も
か 。 必要であることを気付か

せ る。

③引き留めて もらえなか った山 ○ 予想外だった。
開 田投手の気持ちはどうだったの ○ 相談に乗って くれると思ったのに。

だ ろ う。

○ 黙々と努力する。 ○ 自 らの目標に向か うた

④ 「おれの生き方って、割 とい ○ 夢を捨てない。 あには、自分の努力す る

いなあ」という山田投手の生 き ○ 逃げない。 気持 ちが大切であ り、理

方 は、どんな生 き方か。 ○ 純粋だ。 想を追求した時の満足感
を感 じ取 らせたい。

4参 考資料 を読む。 ○ 身近な野茂選手記事で、

終
(数年前の野茂投手の新聞記事)

5「 自分を追っかけて欲 しい。
内容をより深める。

○ 自分の目標 と合わせて、
自分を磨いて欲 しい。」 という 考 え させ る 。

末
山田投手の言葉を自分にあては

め、「自分を磨 く」にはどうす

れば良いかを考え作文に書 く。
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○実践事例第2回 目

学習活動 ・発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 1自 分の生活の中で、毎 日ある

いは毎週、続けてやっているこ
○ 部活動の練習を頑張 っている。

○ 家の手伝いを している。

○ 友達 の述べた ことにっ
いて考える。

と を述 べ る 。 ○ 山田投手の話 しを して、

入
資料に対す る理解 を深め
る。

2資 料を読む。

3山 田投手が野球をやめよ うと ○ 責任を取 るべきだ。
思 った こ と にっ い て考 え る 。 ○ 根性がない。

① 「シ ョ ックで 涙 も出 な い 」 と ○ みんなに申し訳ない。 ○ 理想を求める時は常に

展
いう時の彼の気持ちをどう思 う

か。
○ 分かる気がする。

○ 自分のエラーで勝ちを逃 したのだ

うまくいくとは限 らず、

困難にぶっかると挫 けそ
か ら、仕 方 が な い 。 うになるということに気

○ 野球には、向いていないん じゃな 付かせる。
い か 。

② 「じゃあ山田、今度はお前が ○ 好 きな野球をやめるのは、残念だ。 ○ 挫折 したときには他 の
ピ ッチ ャー や っ て み ろ 。」 と言 ○ 前の反省を生か し、今度 は頑張る 人の励 ましだけでなく、
われた時の気持 ちはどうだった べ きだ。 時には強い言葉や態度 も
か 。 必要であることを気付 か

開

④ 「おれの生 き方って、割 とい

懸 騰 隆諜鍵纏難
一一

剛一 ・離野脳 欄 罰総
ヒ_

せ る。

○ 自 らの目標 に向か う
ためには、 自分 の努力

いなあ」という山田投手の生 き

方は、どんな生 き方か。

一瞳 す る気持ちが大切 であ

.欝 懇..£ 満灘 蕊 飯蜷
響 た い

。
;; 饗

終
4「 自分を追 っかけて欲 しい。

自分を磨いて欲 しい。」 という

淵 ・ 一 ・論誌 嘉 ○L箏 嘆 懸 自分の目標 と合 わせ
て、考えさせる。

山田投手の言葉を自分にあては

末
め、「自分を磨 く」 にはどうす

れば良いかを考え作文に書 く。 1.-mopl
⑥ 評価 の工夫

本 時の評価 の観点 と して、「どの よ うな 目標を もって生活 して い こ うと して い るか 。 ま

た、それを実現す るにはど うした らよいか。」 と して設定 した。 そ こで 、評 価 の一 方法 と

して本 時の終末 で、感想 を書 かせ ることによ って、観点 に対す る到達度 の分析 を試み た。

さらに、生徒 の日常生活 の様子や、授業中 のすべての表現活動等 を総合 的に検 討 し、 生

徒 の心 の変 容 に目を向 け、一人一人の良 さを見付 ける。

⑦ 授業記録

【第1回 目の記録】 事前の ア ンケー トー 将来っ きたい職業 一 を もとに、生徒 た ちの将

来 の夢 とその理 由を発 表 させ、導入 とした。 これが生徒 たちの反応 の良 さ、発言 の しやす

さにっ なが った。誰 もが 自分 の意見 を素 直に発表 で きることは、学級 が受容 的雰囲気 に包

まれて いるか らであ り、 日頃の学級経営 、道徳指導 の充実ぶ りが伺 えた。

しか し、 この導入 が夢 や理想 とい うものを将来っ きたい職業 と限定 した印象を生徒 に与

えて しまった。そのたあ、資料 の内容 を、希望す る職業 にっ くには大変 な努 力 と強 い意 志

が必 要だ、 と とらえていた。筆者 の生 き方 に関す る発問 に対 して も 「波乱万丈 の人生」 と
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か 「無理 した生 き方」 という努力 に視点 が置かれた意見 が多 か った。

【第2回 目の記録】前 回の反 省 と内容項 目の とらえ方 の検討 を受 け、 日常生 活で 目標 に し

て いること、努力 してい ることを発表 させ 、導入 とした。 また、発問 の数 も一 っ減 らし、

中心発 問での意見交換 の時間 の確保 に努 めた。

指導者 が副 担任で あったため、最初 は発言が ほとんどなく、指名 されて も下を向いて黙 っ

て い る生徒 が多か った。 しか し、 グループでの話 し合 い に変えた途 端状況が一変 し、意 見

の交換が活発 にな り、互 いの感 じ方 や考 え方の異 同に気付 き、交流 す る場面 も多 く見 られ

るよ うにな った。そ して、発問 「おれの生 き方 って … 」 に対 して 「夢を もった生 き方」

とい うね らいに沿 った意見 が発表 され るまでに考 えが深 ま ってい った。

後半 は、 さ らに教室 の雰 囲気 が変 り、理想 を追求す る ときの満足感 を感 じとる様子 が伺

えた。終末 で は、すべて の生徒 が教師 の目を見て、真剣 に話を聞 いて いた。

⑧ 考察

山 田投手 の立場 を 自分 に置 き換えて感 じたり考 えた りで きるよ う発問を工夫 した ことで、

どち らの授業 も発言 が活 発で、互 いの感 じ方 や考 え方 の交流 がよ くで き、 よ り良 い生 き方

を したいとい う生徒 たちの切 実な願 いが溢 れ る授業 にな った。 しか し、導 入が教 師の意 図

とは異 なる先入観 を与 えて しま った り、内容項 目の とらえ方 が生徒 の 日常生 活 に即 して い

ない と、ね らいを達成す る ことが難 しい と分か った。 これは、生徒 たちの内面 の具体 的 な

様子 を知 らず、抽象的 な道徳的価値 にっ いて考え、話 し合 うことで、 ね らいに迫 ろ うと し

た ところに原 因が ある。

生徒 たち はより良 い生 き方を切 実に願 って いる。そのため教 師 は生 徒理解を深 め、指 導

しよ うとす る価値 を生 徒の生活 に置 き換 えて読 み込 み、 これが どのよ うに生 徒 の心 と結 び

付 くか とい う筋道 に着 目 した指導案 を構想 す るとともに授業方法 を工夫 して、指導 しな け

れば な らない と痛感 した。

⑨ 研 究協議会 のま とめ

「これか らの道徳教育 と道徳 の授業」(東 京都教育庁指導部)『 道徳の時間の指導の工夫』

におけ る次の3点 に基づ き、研究協議会を行 った。

ω 生徒一 人一 人が 自分 な りの感 じ方 や考え方を もち表現す るこ とがで きる。

(イ)生 徒一 人一 人がお互 いの感 じ方 や考え方の異動 に気付 き、交流す る ことがで きる。

(ウ)生 徒一 人一 人が気付 いた道徳的価値 に照 らして 自分を振 り返 り、生 き方 の指針 を つか

む ことがで きる。

ω、(イ)において、班単 位の グループでの話 し合 いを取 り入 れた ことで は、 自分 の意 見 を出

し合 い、他 の意見 を聞 くとい う点 で効果 的であ った。また、導入部 で の全体 へ の発

問 や各 グループの発表 に対 す る意見交換 が、 自由で自然 な発想 か らで きた。生徒間、

生 徒 と教師間 の言葉 のキ ャッチボールの姿 が多 く、生徒 と教 師が共 に語 り合 う道 徳

の授 業の実践 がみ られた。

(ウ)において は、授 業実践 では っき りとと らえ ることは難 しい。授業後 の作文 やその評価 を

後 の教育活 動 にど う結 び付 けるかが課題 との意見 があ った。 また、生徒 の意見 の板

書計画 を工 夫 し、授業の流れが明確 に分か るように との指摘 もあ った。
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全体的 に、生徒 の素 直で活気 ある意見交換、変容 には、生徒間 、生徒 と教師 間 と

の信頼関係 と日々の教育活動 の実践 に裏打 ちされ た ものが あるか どうか によ って決

まるとす る意見 が多 くあ った。資料 の読み込みや内容項 目の と らえ方 の重 要性 の指

摘 も多 くあ った。

3ま とめ

第2分 科 会で は、内容項 目1-(4>「 真理を愛 し、真実 を求 あ、理想 の実現 を目指 して 自己 の

人生 を切 り開 いて い くよ うにす る。」 について研究 を進 めて きた。

人 は、よ り良 い人生を送 りたい と願 い、 自 らの生涯をか けるに足 る悔 いのない人生 の実 現

を願 って いる。そ して、 日々の生活を充実 した もの にす るたあに、生 きる ことにつ いて の 目

的 や 目標 を もち、 自分 の理想の実現 に向か って努力 しよ うとす る。 しか し、現実 は、精神 的

な ことよ りも物 質的 な ことに価値観を置 き、 その 日が楽 しく過 ごせれば いい とい う風 潮 が多

く見 られ る。 自己の人生を見通 し、 よ りよい人生を送 ろうとす る努力 に価値 を見 出す こ とが

軽視 されて いるともいえ る。

中学生 の現実 を見て も、必ず しも自分の置かれて いる現実を十分認 識 して いない。 自己中

心 的な考 えで まわ りが見え なか った り、反対 に周囲の現 実 に妥協 した り、集団 に影響 されて

主体性 を失 った り、時 には、人生 に絶望 したり しが ちであ る。その よ うな生徒 の実態 を と ら

え るために、 ア ンケー ト調査を行 った。

調査 を考察 してみ ると、現代の中学生 は、低学年 で は、将来 の 目標 を漠然 と思 い描 いて い

る生徒 が多 いが、 目標 の具現 化が図 られてお らず、その実現 に向けて努 力 して いる姿 は少 な

い。高学年 にな ると、受験 の影響か ら、 どういう高校 に進学 す るか とい う、身近 な目標 に変

わ る とい う実態 がわか った。そ こには、 自らの人生 を考 え、生 きることにっ いての 目的や 目

標 を もち、よ り良 く生 きようという積極 的な態度 が十分 に芽 ばえていな いとい う状況 が見 ら

れ た。

このよ うな調査結果 を踏 まえて適切 な資料 を選定す るよ う努 め ることに した。生徒 が生 き

生 きと授業 に取 り組 むためには、生徒 の求 め る課題 や、心 の問題 にっいて、適切 にこたえ る

資料 で なけれ ばな らない。資料 の選定 に当た っては、 自己の夢 に向か って、現実に妥協せず、

日々努力 して い くものを取 り上 げ ることに した。 よ り良 く生 きよ うとす る道徳 的実 践力 を身

に付 けさせ るために、指導方法 の工夫 ・改善 を実践的 な授業 を通 して深 あ る研究 を進 めた。

同 じ資料を用 いて、二度 の研究授業 を行 い、導入 の工夫 や発問構成 を吟味 す るとと もに、 発

問 に対す る生徒 の反応 を見 なが ら、授業改善 を図 った。 ね らい とす る価値 に対 す る生徒 の意

識 の実態を と らえて、理解 した上 で、指導過程 や発問構成 を工夫 ・改善 し、活発 な学習活 動

が展 開 され る場 とな るよ うな道徳 の授業 を進 あ る必要性 を強 く感 じた。

将来 の 自分の理想 を実現す るたあには、 日々の生活の中 での身近 な目標を見付 けて実現 し、

それを積 み重ね る ことによ って、やがて真理 を愛 し、真実 を求 める、遠大 な夢 や理 想 に近 づ

くことがで きる。 そのためには、まず身近 な ものに価値 を見 いだ し、努力 す る心 を育て る こ

とが大切 で あると考 える。 さ らに、理想 の実現 のたあには、 自己を見 っめ るとともに、他 者

を認 め、お もいやる心 を もち、よ りよい人間関係を築 いて い くこと も必要 であ る。そ の こ と

が、理想 の実現 を目指 して 自己の人生 を切 り開 いて い くことにっ なが る もの と考 え る。
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Nま とめ と今 後の課題

現代社会 は今後 ともさ らに複雑 化、多様 化の方向 に進 んでい くであ ろう。そのなかにあって、

次代を担 う生徒 が豊 かな心 を もち、た くま しく生 きてい くために は、心 の教育 の充実 が必 要 な

要 件 とな る。 その中心 とな る道徳教育 の責任 は重 い。今 回 「人間 と しての生 き方 にっ いての 自

覚 を深 め、主体的 に生 きる力 を育 て る道徳 の時 間の指導」 を研究主題 と して掲 げたのは、そ の

要請 に い くらかで もこたえよ うとしたためである。

本年度 は、第1分 科会が内容項 目2-(3)「 友情 ・信 頼」 を、 第2分 科 会 が 内容項 目1-(4)

「真 理愛 ・理想 の実現」 を取 り上 げた。そ して、それぞれ研究主題 の明確化 に努 め、 道 徳 の時

間 の充実 をあざ して研究を進 めて きた。具体的 には、ね らいとす る価値の 内容 を分析 、整理 す

るとと もに、資料 の収 集お よび選定 と活用の工夫を行 った。 また、 ア ンケー ト調査 な どを通 し

て生徒 の意識 の実態 の把握 に努 め、授業研 究を通 して生徒 の実態 に即 した授業 の在 り方 に っ い

て研究を進 めた。

第1分 科会で は、「友情 」 は育っ もの、育 て る もの と して と らえ た。「友情 」 はお互 いの内 面

的 な良 さを土壌 と し、信頼 と敬愛 とい う養分 を注 ぐことによ り育 ち、 お互 いの人間的 な成 長 に

結 びっ くもの と考 え た。第2分 科会 では 「理想 の実現」 とは 日常 の自分 の 目標 の意 識化 か ら出

発 し、 目標 の具現 化、具体化を通 して 目標を達成 し、それが さ らに高 ま り 「理想 の実現」 へ と

な って い くもの と考 え た。両分科会で は、内容項 目の と らえ方 にっ いて、深 く検討 し、結果 を

構造図 として表 した。実態調査 は各研究員の所属校で ア ンケー ト調査を実施 し、その集計結 果

に考 察を加 え、各学年 での指導 のね らいと して まとめ ると同時 に、授 業研究 に役立 てた。

次 に、「資料選 定の観点 ・内容」「授業の構想」「指導方法指導 の工夫」「評価」 な どの各項 目

に対 して授 業改善 の視点 を定 め、研究授業 にのぞんだ。特に第2分 科 会で は第i回 の研 究授 業

の後 、生徒 の実態調査 と、授業 の成果 と課題 を踏 まえて、第2回 の研 究授 業を実施 し、授 業 研

究 の深 ま りを明 らか に した。

研究授業 を通 して、多 くの生徒 が自分 の生 き方 にっ いての疑問 や悩 みを もって いる こと、 そ

して、 それを語 りた いとい う欲求 を もって いる ことがわか った。道徳 の時間の指導方法 を練 り

上 げ、効果的 な展 開を工 夫す る ことによって、 その よ うな生徒 の真摯 な欲求 を引 き出 し、高 め

ることがで きることに改 めて気付 いた。

今後の課題 と して、 もとよ り道徳教育 は学校 の全教育活動 を通 して行わ れ るもので ある、 他

の教科 、領域 との関連 にっいて、 さらに考察 を加 えてい く必要 を感 じる
。 また道徳教育 を推 進

す る校 内の組織、計画 にっ いて、示唆 に富 む意見 が出されたが、 これ もさ らに研究 の必要 を感

じる。また、学校 ・家庭 ・地域社会 の連携 を図 った道徳教育 の推進 にっ いて も、今後 の課題 と し

たい。

生徒 は未来 か らの留学生 といわれる。 この留学生 の本質的 な願 いや思 いに こたえ る道徳 教育

が求 め られ てい る。教 師 は現在を的確 にと らえ、未来 にっ いて の想像 を豊 かに して、生徒 の心

の教育 に当 た らなければな らない。「人 間 と しての生 き方 の 自覚 を深 め 、主 体 的 に生 き る力 を

育 て る道 徳 の時間 の指導」 は、 さ らに強力 に推 し進め る必要が あ り、私 たち研究 員一人一 人 は

その決意 で いる。
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